
は
み

出
し

：
自
分

の
カ

ー
ド

の
裏

面
の

み
を

コ
ピ

ー
し
て
お
く
の
も
悪
く
な
い
で
す
よ
。
 

 

まずはログイン。さあ、使ってみましょう！ 

 

         

 

 

理工学系ICカードの裏面のマトリクスコード表を使っ

て早速ログインしてみましょう。 

      マトリクス認証ログイン手順 

1.  ブラウザで理工学系ポータルを開く 

  https://portal.titech.ac.jp 
 

2. 「同意（マトリクス/OTP/ソフト 

    トークン認証）」のボタンをクリック 
 

3.  Account とPassword を入力 

 

 

 

  ※ 元の画面（トップページ）に戻る場合は、入力ミスが 

   考えられます。もう一度入力してみてください。 

 

(4. “Move to Other Authentication”で
「Matrix」を選択し「OK」をクリック 

       ※初回ログイン時にはありません。) 
 

5.  対応するマトリクスコードを入力 
 

     [A, 5] 

     [A, 6] 

     [C, 1] 

Password： 
初期パスワードは発行通知書に記載されています。 
※ 初期パスワードに数字無し。l はエル、O はオー 

   ピリオド、／もあります。空白はありません。 

   大文字、小文字が混在しているので注意。 

マトリクスコード表↓（職員証の裏面） 

Account：職員番号です。 

※ 職員証に記載されています。 

     d 

         a 

         c D  A  C を入力 
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←理工学系ポータルへのログインはこちらから 

※ ここは小文

字でも大文字

でもOK！ 

2026年9月発行       

発行： 情報基盤センター 

「東工大/Tokyo Tech」を「東京科学大学 理工学系 」 と読み換えてください 

2024年10月1日、国立大学法人東京医科歯科大学（旧医科歯科）と国立大学法人東京工業大学（旧東工

大）が統合し、国立大学法人東京科学大学（Science Tokyo）が誕生しました。 

本学の情報基盤につきましては、システム統合を順次行っています。そのため各システム・サービス利

用には東京科学大学の認証システム（Science Tokyo 認証システム）だけでなく、旧東京工業大学の認証

システム（旧東工大ポータル）や旧医科歯科大学の認証システム（統合ID管理ポータル）も並行稼働中

のため、ユーザの皆さまには、複数の認証システムを利用し使い分けていただくこととなります。  

この紙面では、理工学系ポータル（旧東工大の認証基盤システム）について説明しています。 

 理工学系ポータルの利用 
 こんなことができます 

 ▶ 教務Webシステム、人事給与Webシステム などの各種情報サービスへのアクセス 

 ▶ SSL-VPN* を使って自宅から電子ジャーナルへアクセスし、論文を検索＆閲覧 

 ▶ Science Tokyo ID の確認 

  ※ Science Tokyo 認証システムに初めてログインする際に必要な初期パスワードもこちらから確認できます。 

*SSL-VPN＝Secure Sockets Layer -Virtual Private Network 学外から学内ネットワークにアクセスを可能にする機能 

**理工学系ICカード＝理工学系に所属する構成員に発行される職員証、学生証、アクセスカード 
次ページへ 
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理工学系ポータルへのログインに成功したら 

次に下記の設定を確認してください。 

 

Ⅰ「パスワード変更」 
初期パスワードを任意のパスワードに変更 
※セキュリティ上、他サービスと同じ 

パスワードは絶対に使用しないでください。 
 

Ⅱ「姓名読み登録」画面へ 
 

※ 姓名読み登録とは…自分の姓名の英字表記を登録すること 

ポータル全体で使用されるが、特に共通メールアドレス    

（別名 m.titech アドレス を作るために必須。 

 

Ⅲ「Tokyo Tech Mail」を必ずクリック 
※メールアドレスが有効になりません。 

※ ここでは、理工学系メールアドレス（m.titech アドレス）の生成

について説明しています。理工学系ポータル上にあるいくつかのシ

ステムで引き続き m.titech を参照しているため発行をお勧めしてい

ますが、普段は東京科学大学の公式メールサービスである Science 
Tokyo Gmail（m.isct アドレス）を使用するようにしてください。 

理工学系ポータルのリソースメニュー（例） 

 

共通メールアドレスの例 ）                       

姓 ＝ Ohoka   名＝ Taro 

⇒ ohoka.t.ab@m.titech.ac.jp 

※ 同じアドレスの生成を避けるため、        

システム側で適当な2文字を割り付け 

注) Science Tokyo ID の発行が入学日から遅れ

る可能性があります。ご自身の ID が発行され

ているか必ずご確認ください。 

https://portal.isct.ac.jp/ja/（サイト右上に掲載） 

大学統合（2024年10月）の過渡期であるため、旧東工大で使用されていた「Tokyo Tech 
Mail」も引き続きご利用いただけます。現時点での m.titech アドレスの利用可能期限は 

2027年3月：新規発行停止 / 2029年3月：メールBox廃止 
※故障などによりサービスが停止した場合は、この限りではありません。 

の予定となっています。ただし、延期となる可能性もございますので、あらかじめご承知

おきください。なお、終了予定日の6か月程度前には全学へ向けて告知を行う予定です。 

【Tokyo Tech Mail】 

【 理工学系ポータルで提供しているWebメール（Tokyo Tech Mail）について 】 

マトリクスコードを使わずに東工大ポータルにログインする方法です。 

ソフトトークン認証はスマートフォンなどにインストールしたアプリに表示されるパスワードを用いて、 

OTP認証は登録したメールアドレスに届く時限付きパスワードを用いて理工学系ポータルにログインします。

マトリクスコードを使うよりもさらに安全なログイン方法です。この機会にぜひ設定をお試しください。 
 

 理工学系ポータルトップ > 操作・設定ガイド >  OTP認証  https://portal.titech.ac.jp/ezguide/otp-login.html 
                                                                         >  ソフトトークン認証  https://portal.titech.ac.jp/ezguide/softtoken-login.html 
 

※学外からのマトリクス認証では設定できません。学内のネットワークから設定してください。 

【OTP認証】【ソフトトークン認証】 

（番外編）理工学系ポータルへログインするには… 

 ワンタイムパスワード認証（OTP認証）or ソフトトークン認証がおすすめ！ 

Science Tokyo LMS の利用は Science Tokyo 認証システム から行います。 
 

Science Tokyo 認証システムの利用には、理工学系ポータル内の「Science Tokyo ID・ 

初期パスワード」メニューからご自身の Science Tokyo ID と初期パスワードの確認が先に必要です。 

Science Tokyo ID・パスワードの確認後、Science Tokyo 認証システムの初期ログインへ進んでください。 
https://www.helpdesk.cii.isct.ac.jp/st/helpdesk/science-tokyo/login_guide.html 

【ログイン方法】 

≪問い合わせ先≫  Science Tokyo IT ヘルプデスク  

お問い合わせの際はお名前・所属キャンパス・学籍番号をお知らせください。 

E-mail：contact@helpdesk.cii.isct.ac.jp    Tel：03-5734-3654   Slack：#st-help-itサポート-情報基盤 

窓口：大岡山キャンパス 石川台8号館 4階 405号室（エスカレータ降りて目の前の事務室）  

  Science Tokyo LMSの利用について 

 


